


























































































訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 特記仕様書(構造関係)

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０１

特記仕様(構造関係)
Ⅰ　建築工事仕様(構造関係)

1. 共通仕様
図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準

仕様書(建築工事編)(平成31年版)」(以下、「標仕」という)による。

2. 特記仕様
(1)

(2)

特記事項に記載の(　　　)内表示番号は、「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

項目は、番号に　  印の付いたものを適用する。

特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(3)

適
用
範
囲

・特記仕様書１　仕様書　Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)番号○～番号○までの工事種目)

特記仕様(構造関係)の適用範囲は下記の工事種目とする。

地
4

業
工
事

1  支持力又は支持地盤 (4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)

・杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

・構造図（土質柱状図）による　・

・直接基礎(基礎底部の位置含む)

長期設計支持力度　

・(          )kN/m 　　・
2

・構造図（土質柱状図）による　・

の確認

支持地盤の位置及び種類

地盤の載荷試験(平板載荷試験)

杭の載荷試験

・行う

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)

※行わない

(4.2.4)(4.2.5)

・行う

・行わない

載荷位置　※係員の指示による。

載荷荷重　※長期設計支持力度の３倍

試験

杭先端部形状　　 (4.3.3)

施工方法 (4.3.4～4.3.5)

※開放形　・半開放形　・閉そく形　・

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭

・構造図(　　　　　　)による 　※最初の1本目の本杭を試験杭とする

(4.2.2)(4.3.4)

・セメントミルク工法 (4.3.4)

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

※1.5ｍ程度　　・

杭の支持地盤への根入れ深さ

※1.0ｍ以上　　・

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

※100㎜以下　・

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

※構造図による

・特定埋込杭工法

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・100㎜以下　・係員に報告、対処は指示による。

工法

(4.3.5)

(4.3.6)(4.3.7)杭継手工法　　

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

※アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

杭頭の処理(切断方法)　　

・処理する　

(4.3.8)

※処理しない(係員の指示による)

３ 鋼杭地業

※開放形　・

(4.4.3)

施工方法　　

・特定埋込杭工法

杭先端部形状

(4.4.4)

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

※構造図による

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

工法

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭

・構造図(　　　　　　)による 　※最初の１本目の本杭を試験杭とする。

(4.2.2)

材料等

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

(4.3.5)

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　※構造図による

(4.4.5)杭の現場継手

・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

※アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

・1/100以内　　※評定条件又は認定条件による　・

(4.4.6)杭頭の処理(切断方法)　　

・切断する　

※切断しない

5
鉄
筋
工
事

1 鉄筋の種類

規格の名称

(異形鉄筋)

鉄筋コンクリート

種類の記号 適用箇所 備考

用棒鋼

SD295A

SD345

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 適用箇所

形状等2 溶接金網 (5.2.2)

種類 種類の記号

  溶接金網

  鉄筋格子

抜取試験　 (5.4.10)

※超音波探傷試験　

・引張試験

(5.2.1)(表5.2.1)

3 圧接完了後の試験

呼び径(mm)

※ D16以下

※ D19～D25

(5.4.10)外観試験　

※行う(全数)

継手方法

適用箇所

　 柱主筋

　 梁主筋

　 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

　 杭主筋

継手方法と適用径の範囲

※ ガス圧接(D19以上)　　・

※ ガス圧接(D19以上)　　・

・ ガス圧接(　　　　　　)

・ 重ね継手(　　　　　　)

※ 重ね継手 ・

　 耐力壁 ※ 重ね継手　・

4 鉄筋の継手 (5.3.4)(5.5.2)

5 主筋の継手位置等 (5.3.4)カットオフ鉄筋の長さ

※構造図に図示ない場合は構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3による

基礎梁主筋の継手

構造関係共通図(配筋標準図)図5.2～図5.4による

６ 鉄筋のかぶり厚さ (5.3.5)最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

※構造図に図示ない場合は構造関係共通図(配筋標準図)による７ 各部配筋 (5.3.7)

組立の形の種別　　８ 帯筋

※構造図に図示ない場合は構造関係共通図(配筋標準図)6.2　( Ｈ形 )による

補強形式１０ 梁貫通孔の補強

耐震壁　　

一般壁　　９ 壁開口部の補強

※構造図に図示ない場合は構造関係共通図(配筋標準図)11.2　( Ｈ形 )による

※構造図に図示ない場合は構造関係共通図（配筋標準図）8.4　( Ａ形 )による

※構造図による 　

1 コンクリートの

気乾単位容積質量による

種類及び強度

6
コ
ン
ク

リー

ト
工
事

※構造図に図示ある場合は構造図を優先する

設計基準強度 気乾単位
適用箇所

Fc (N/mm)
2

容積質量(KN)

23程度

(6.2.1～4)

スランプ

(cm)

15又は18

18

・ 21

※ 24

類別

・ Ⅱ類
(6.2.1)(表6.2.1)

※ Ⅰ類　

３ セメントの種類

セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント又は

混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種

適用箇所

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱 7日

28日

352J/g以下

402J/g以下

(6.3.1)(表6.3.1)

・ フライアッシュセメントＢ種 

４ 骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応による区分

※A

 ・B

(6.3.1)

５ 混和材料  ※混和剤 (6.3.2)

(コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m 以下)
3

 ・混和材

(JIS A 6204に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

(JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種。）

化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。)

９ 無筋コンクリート コンクリートの種類

※普通コンクリート　・ (6.14.1)～(6.14.3)

設計基準強度
セメントの種類 適用箇所

Fc (N/mm)
2

・普通ポルトランドセメント

スランプ

(cm)

※18

・

※15

又は18
又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

６ 打継ぎ目地の寸法、

位置及び形状

目地寸法

※標仕 9.7.3による　　・

(6.6.4)(6.8.1)(9.6.4)

位置

間隔

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

※意匠図による　・

※意匠図による 　・

(6.2.5)(6.6.6)(表6.2.4)

適用箇所種別

・ A種

・ C種

※ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ２ コンクリートの仕上り

７ 打増し厚さ

打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜　 ・

(6.8.1)

打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　・20㎜　 ・

外装タイル後張り面の打増し処理

・20㎜　 ・

打増し厚さ

床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

※10㎜　・20㎜

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行なう

８ 型枠 せき板の材料

※合板　　

(6.8.2)

・床型枠用鋼製デッキプレート

使用箇所等　※構造図による　・

１０ コンクリートの単位 ※ 行わない

水量測定 ・ 行う

実施要領　　

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(イ)(c)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

ある場合はそのまま施工する。

３

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m  の範囲にある場合は、水量変動の原因

を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m  の範囲に
３

３

３

３

３

鉄
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骨
工
事

１ 鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力 (7.1.3)

・適用しない

(7.1.3)(7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)２ 施工管理技術者 ※適用する

３ 鋼材

４ 高力ボルト 区分

※ トルシア形高力ボルト

・ JIS形高力ボルト

すべり係数試験

※ 行わない ・ 行う

2種(S10T)

2種(F10T)

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)

５ 縁端距離、ボルト間隔、

ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

※構造関係共通図(鉄骨標準図)　縁端距離及びボルト間隔による　・

ボルト径、ゲージ等

(7.2.2)(7.3.2)

摩擦面の処理

※ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

※りん酸塩処理

    すべり耐力等の確認方法

・構造図による ・

(7.12.5)

材質

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げ

・ SNR400B  ・ SNR490B  ・ SS400  ・ 構造図による

※ JIS B 1220／建築構造用転造ねじアンカーボルト・ナット・座金のセット」

・普通ボルトによる

６ アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・ 標仕 表7.10.1　( ・ A種　※ B種　・ C種 )による　・

(7.2.4)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.9)７ 柱底均しモルタル 工法の種別

・標仕 表7.10.2

※Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

８ ターンバックル ※JIS規格品 (7.2.6)
９ デッキプレート (7.2.7)工法の種別

・合成スラブ

・床型枠用

１０ スタッドボルト

径(呼び名) 適用箇所長さ(呼び長さ)　mm

・ 80 ・ 100 ・ 12016φ

19φ

22φ

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

(7.2.5)

※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

１１ 入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

※構造関係共通図(鉄骨標準図) 5(6)鋼材と溶接材料の組合わせと溶接条件)による

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　１３ 溶接部の試験

・

・

・

・

・

・※第６水準

※全て

検査水準

節

(7.6.12)

※行う

・行わない

AOQL(%)　　

※全数検査とする

※4.0　・2.5

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

※ 抜き取り検査①

独立行政法人建築研究所監修

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

・ 抜き取り検査②

・行なわない（見え掛かり部は行う）

スカラップの形状　　１２ 溶接接合 (7.6.7)

・改良型　※ノンスカラップ

エンドタブの切除

※全て行なう

塗料の種別

(7.8.4)(18.3.2)

　種別

鉄鋼面

・ 標仕　表18.3.1　Ａ種

・ 標仕　表18.3.1　Ｂ種

・

亜鉛めっき面

　種 別

・ 標仕　表18.3.2　Ａ種

・

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　種 別

・ 標仕　表18.3.1　Ｂ種

・

適用箇所

・ 屋外,屋内　(標仕7.8.2の範囲以外)　・

・ 仕上げがEP-Gの場合　(標仕7.8.2の範囲以外)　・

・

・屋外，屋内　・

・

・

・

１４ 錆止め塗装

適用箇所

適用箇所

・意匠図による (7.9.2～7)１５ 耐火被覆

亜鉛めっきの種別 材 料 適用箇所

最小板厚1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種(HDZ35)

B種(HDZ45)

A種(HDZ55)

１６ 溶融亜鉛めっき
(7.12.4)(14.2.3)

種別等

※構造図による

・

そ
の
他

・

SD390 ※ D29以上

既製品を使用の場合は係員の確認を得る事

打放し仕上部

一般部

※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた、

下記のグレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

グレード　　　・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　※　Ｍ　　　・　Ｒ　

㈱日本鉄骨評価センター又は(社)全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める

・ 溶融亜鉛メッキボルト　１種（F8T）

エンドタブの材質

※鋼製

・代替タブ（　　　）

　鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しく

・煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを 5cm以上とした

・煙突の屋上突出部分の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は

■建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

・建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

・屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊

・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設

・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮

・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な

■法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これら

　に類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝

　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　ける等、有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、下記による。

　撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　はコンクリートブロック造とすること。

　おそれがないものとすること。

●令第129条の2の3の事項（該当箇所は適合のこと）

・国土交通大臣が定める基準に従った構造計算によって、風圧並びに地震その他の震動及び

　屋根葺き材、特定天井、外装材及び屋外に面する帳壁は、構造耐力上安全なものとして以下による

　衝撃に対して構造耐力上安全であることを確認すること。

●令第81条第3号の事項（該当箇所は適合のこと）

とすること。

結すること。

設　備

鋼　　材　　名

一般構造用炭素鋼管 ※STK400

一般構造用軽量形鋼 ※SSC400

(日本建築センター評価品)

規　格　名　称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

・SN400C

※STKR400

※BCR295

・BCP235

・SHC400B

※SS400

・SM400A

※SN400A

※SN400B

STK490

内ダイア

※SN490C

STKR490

BCP325

SHC400C

SM490A

※SN490B

柱 通　し
ダイア ブレース大梁 小梁、他 規格等

 JIS G 3466

-

-

-

 JIS G 3444

 JIS G 3101

 JIS G 3106

 JIS G 3136

 JIS G 3350

※構造図による

種類等

・構造図による

地業

２ 既製コンクリート杭 (4.3.3)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

・外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

SC杭の鋼管材料

・SKK400  ・SKK490  ・

コンクリート杭地業

４ 場所打ち

※高炉セメントB種　　　・

コンクリートの設計基準強度　　 ・構造図による

コンクリートの種別　　

(4.5.4)(4.5.5)(4.5.6)

(4.5.4)(表4.5.1)

(4.5.4)

・オールケーシング工法　※構造図による

・アースドリル工法　※構造図による

・リバース工法　※構造図による

掘削工法 (4.5.1)(4.5.5)(4.5.6)

構造体強度補正値(S)

・

(4.5.4)

※3N/㎜ 　　・2

※B種（ただし、無水堀りの場合はA種）

セメントの種類　　

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.4)

・試験杭( 1 )箇所及び本杭各杭径毎( 1 )箇所とし、位置は係員の指示による。

測定方法　

測定箇所数及び測定位置

・行わない

※行う　　

孔壁測定 (4.5.5)(4.5.6)

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

帯筋　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

※100㎜　・

(4.5.4)

※100㎜以下　・

※超音波測定器　・

・構造図(　　　　　)による

※45d以上とする

※標仕　各部配筋参考図　図2.2　④丸型(ロ)による。

杭断面・長期許容支持力等

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭

※最初の１本目の本杭を試験杭とする

※ 再生クラッシャラン 

５ 砂利地業 材料

・ 切込み砂利及び切込み砕石

６ 床下防湿層

※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く) ・

(4.6.5)

防湿工法　

防湿層の位置　

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・

(4.6.5)

(4.6.5)

※意匠図による

施工範囲

(4.6.2)

　　　※構造図による

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

※構造図に図示ある場合は構造図を優先する

普通コンクリート

※構造図に図示ある場合は構造図を優先する

・ 早強ポルトランドセメント

・ 中庸熱ポルトランドセメント

・ 低熱ポルトランドセメント

・ 早強ポルトランドセメント

・ 中庸熱ポルトランドセメント

・ 低熱ポルトランドセメント

■給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

　構造とすること。満水時の質量が15 kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障

　のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

(7.7.1)～(7.7.7)

２０２０.０４.０８

根固め部のソイルセメント強度の確認

高支持力杭(先端支持力係数α≧300)は根固め部ソイルセメントの未固結試料を

本杭と別孔にて採取し、強度確認を行うこと。

ガス圧接は日本鉄筋継手協会によるＡ級継手認定会社とする

躯体

・意匠図による

躯体

・ 意匠図による

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 構造関係共通事項-１

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０２

（ａ）鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。

（ａ）次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

梁

床版

壁

壁柱

壁

壁 梁

床版

壁

図2.1

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図2.1の　　）にある場合（基礎梁を除く）

（１）柱の四隅にある主筋（図2.1の　　）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）杭基礎のベース筋

（ａ）鉄筋の重ね継手

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
(フックなし)

１Ｌ

18

(フックあり)

21

24 27

45d

40d

35d

30d

30 33 36 35d 25d

（注）１．Ｌ　　L　　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ　 は、図3.1に示すようにフック部分　　を含まない。１ｈ

１,

図3.1

Ｌ

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

ａ

フックなしの場合

フックありの場合

Ｌ

ａ

Ｌ１

ａ

１

表3.2　隣り合う継手の位置

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ

Ｌ１ｈ

１ｈ

1ｈ

Ｌ

Ｌ

ａ≧400mm以上、かつ、a≧(b+40)mm以上

１Ｌ ａ

Ｌ１ｈ ａ

１

１ｈ

ａ≧0.5Ｌ1ｈ

ａ ａ≧400mm

b

・圧接継手 ・溶接継手

カップラー

（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、構造図による。

Ｌ 、Ｌ 又はＬ１ ２ ３

余長

図3.2　定着の方法

　　　表3.4に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上、小梁の場合は1/2以上）を

（２）梁主筋の柱内定着の方法は図3.2による。

　　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表3.3のフックあり定着の長さを確保できない

　　　場合は、全長を表3.3に示す直線定着長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

直線定着の長さ

（イ）直線定着

※ 40d（軽量コンクリートの場合は、50d）と

（ロ）折曲げ定着

フックあり定着の長さ

【　※　】

Ｌ  ,Ｌ  又はＬ１h ２h ３h

末端部

図3.4　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（１）溶接金網の継手及び定着は、図3.3による。

（２）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.4による

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手

150mm以上１節半以上、かつ、

定着（スラブの場合）

50d

図3.3　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d ≧6d

5
0d

≧6d

d d

150mm以上

Ｌ １３ Ｌ

鉄筋１節半以上、かつ、

Ｌ２

定着（壁の場合）

Ｌ １

鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。２ ３

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は構造図による。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　　仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

＊

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、構造図による。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（Ｄは、鉄筋の最大外径）

図4.1　鉄筋相互のあき

Ｄ あき Ｄ

間隔

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

　　　ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、構造図による。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは（ｄ）による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり、厚さは（ｃ）による。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

＊

60

ａ＝0.5Ｌ 1 ａ≧0.5Ｌ1

　－　

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄ（軽量コンクリートの場合は５０ｄ）と表3.1の

　　　４．上表中の40d*は、構造計算ルートが「3」で係員の確認を得た場合は35dとすることできる。

１　鉄筋の加工

２　異形鉄筋の末端部

３　鉄筋の継手及び定着 ４　鉄筋のかぶり及び間隔

機

械
式
継
手

重
ね
継
手

圧
接

継
手

　－　

SD295A

SD295B

SD345

SD390

鉄筋の

種類

折曲げ

折　曲　げ　図
角度

表1.1　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ内法直径(D)

以下
D16 D19

～D38

SD295A

SD295B,SD345

90°

90°

135°

135°

180°

3d以上 4d以上

及び

D19

～D38

5d以上

SD390

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

４ｄ以上

３．１　継手及び定着 ４．１　最小かぶり厚さ

１ｈＬ

35d 25d

表3.3　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

小梁
１Ｌ

スラブ

10d

３Ｌ

フックあり定着の長さ

－

（注）１．Ｌ   L 　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ

　　　２．Ｌ　 L　 ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2(イ)に示すようにフック部分　　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　３．Ｌ　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。)

鉄筋の

種類

コンクリートの

設計基準強度
２Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

40d

35d

30d

18

20d

１,

２,

３

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3による。

（ｂ）鉄筋の定着

　　　６．軽量コンクリートを使用する場合は、表3.3の値に５ｄを加えたものとする。

SD295A

SD295B

SD345

SD390

21

24 27

30 33 36

45d

40d

35d

30d35d

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

18

21

24 27

50d

45d

35d

30d

30 33 36 35d 25d

40d 30d

21

24 27

50d 35d

30 33 36 40d 30d

45d 35d

１ｈ

35d 30d

40d

35d

30d

18

21

24 27

30 33 36

50d

45d

35d

40d 35d

40d

35d

21

24 27

30 33 36

50d

40d

45d 40d

25d30d

20d25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

１ｈ

２ｈ

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり直線定着長さ３ｈ

定着起点 La（ただし、柱せいの3/4倍以上)

梁主筋の柱内折曲げ定着

定着起点

余長

L　又はL１ ２

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着

　　　　　重ね継手長さのうち大きい値とする。

表3.4　鉄筋の投影定着長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
Ｌ

18

21

24 27

20d

15d

15d

15d

30 33 36

（注）１．Ｌ　：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

a

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

SD295A

SD295B

SD345

SD390

鉄筋の

種類
Ｌ

18

21

24 27

20d 20d

30 33 36

20d 15d

21

24 27

30 33 36

15d 15d

15d 15d

20d 20d

15d 15d

20d 20d

20d 20d

20d 15d

　　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

１

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建　　築

径

表A　鉄筋の断面表示　

１．１　適用範囲等

１．４　記号
（ａ）設計図中で使用する記号は、表Aを標準とする。

区分

（ｂ）構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等

　　　の一般的な標準図とする。

（ｄ）構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外については、設計図及び監督職員の指示による。

１．３　用語の定義

（ａ）異形鉄筋の径（本文、図、表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

（ｂ）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

１．２　優先順位
　（ａ）設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

１．特記仕様書（構造関係）

２-２　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）

２．図面

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」

２-１　下記２－２以外の図面

構造関係共通事項

（ｃ）構造関係共通図（鉄骨標準図）は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工、組立の一般的な標

　　　準図とする。

総

則

構造関係共通図（配筋標準図）

（ａ）構造関係共通事項は、構造関係の共通的事項と、構造関係共通図（配筋標準図）、構造関係共通図（鉄骨標準図）

から構成される。

b

ba

（ｃ）その他の鉄筋の継手及び定着

　　表3.3の直線定着長さのうち大きい値とする

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長を4d以上とする。

　　２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

（幅止め筋）

１ｈ

のみ込ませる。

（注）1.　　　　は、表3.4の鉄筋の投影定着長さを示す。La、Lb

Lb（ただし、梁幅の1/2倍以上)

20.03.26

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　４．上表(La)を確保できない場合、かつ係員が承諾した場合には｢12.付 鉄筋の必要定着長さ｣を適用する事ができる。

なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

１

５　基礎及び基礎梁の配筋

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合は

図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1（ａ）（２）による。

（ａ）一般事項

５．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

柱

梁 梁
２Ｌ

図5.2　主筋の継手，定着及び余長（その１）

継手長さ

継手長さ

 /4 0

15d（余長）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長

≧100

aＬ

aＬ

 /2 0  /4 0

 0

aＬ

aＬ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

※ 原則として柱せいの3/4以上とする。

 ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

2Ｌ 2Ｌ

余長

余長

2Ｌ

※

※

2Ｌ

余長

余長

※

※

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 構造関係共通事項-２

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０３

②Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

（イ）

①Ｈ形

④ＳＰ形（スパイラル筋）

（ロ） （ハ） （ニ）

（ａ）土に接する柱周囲の打増しは図6.4による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

（注）溶接は、鉄筋の

６．１　柱主筋の継手、定着及び余長

６　柱の配筋

６．２　帯筋組立の形及び割付け ７　梁の配筋

７．１　大梁（5.1基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（ｃ） 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長

　　ただし，耐圧スラブが付く場合は，（ｄ）による。

継手長さ

図5.4　主筋の継手，定着及び余長（その３）

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長

継手長さ 15d（余長）

 /2 0  /4 0

 0

 /4 0

15d（余長）

20d（余長）

20d（余長）

継手長さ

 /2 0  /4 0

 0

 /4 0

20d（余長）

継手長さ 15d（余長）

２Ｌ

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合

≧8d

（ａ） あばら筋組立の形及びフックの位置は，7.2(a)による。ただし，梁の上下にスラブが付く場合で，かつ，

梁せいが1.5m以上の場合は，図5.5によることができる。

d

重ね継手とする場合

１hＬ

継手

（注）1.　柱の四隅にある主筋で，重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には，フックを付ける。

2.　隣り合う継手の位置は，表3.2による。

図6.1　柱主筋の継手，定着及び余長

≦
3
h
o/
4

ho

5
00
以
上
，
か
つ
，
1
,5
0
0以

下

定着

ho
/2
+
15
d

15
d

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

≧150 ≧150

50
0
以
上
，
か
つ
，
1
,5
00
以
下

≦
3
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/
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o

ho

２
Ｌ
 
以
上

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

15
d

ho
/2
+
15
d

（注）1. フック及び継手の位置は，交互とする。

2. 溶接する場合の溶接長さＬは，両面フレア溶接の場合は5d以上，片面フレア溶接の場合は10d以上

4. Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

≧6d

Ｐ
＠

≧40d

≧8d

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

　 とする。

Ｌ

d

Ｌ Ｌ

≧6d

Ｌ

≧6d

≧6d

3. ＳＰ形において，柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

（イ） （ロ） （ハ）

（イ） （ロ）

④丸形

（イ） （ロ）

図6.3　帯筋の割付け

上下の柱断面寸法が異なる場合，

太い鉄筋又は同径のものを２本
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ

重ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

（注）柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔を1.5P  ＠または1.5P ＠とする範囲は，その柱に

　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　  なお，P  ＠，P  ＠は，特記された帯筋の間隔を示す。

１

１

２

２

１1.5P ＠

１P ＠

２1.5P ＠

２P ＠

１1.5P ＠

図7.1　梁主筋の梁内定着

柱

梁 梁

(1) 梁主筋は，連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には

図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

(2) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　なお，定着の方法は，3.1(b)(2)による。

上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

(ａ) 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(3) 段違い梁は，図7.2による。

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

を２本重ねたものとする。

D≦100
柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

※

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｄ

最上階

15d(余長)

二段筋

継手長さ

継手長さ

一般階

上端筋

下端筋

（注）1.　継手中心位置は次による。

　　　上端筋：中央　 /2以内

　　　下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し，　/4を加えた範囲以内

2.　2.異形鉄筋の末端部(2)で定めた鉄筋には，フックを付ける。

 0

 0

3.　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

4.　破線は，柱内定着の場合を示す。

(ｂ) ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長

 /4 0  /2 0  /4 0

15d(余長)

15d(余長)

 /4 0 Ｄ

 0

２Ｌ

２Ｌ

15d(余長)

20d(余長)

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

最上階

二段筋

一般階

（注）1.　2.異形鉄筋の末端部(2)で定めた鉄筋には，フックを付ける。

2.　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

4.　破線は，柱内定着の場合を示す。

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

3.　梁内定着の端部下端筋が接近するときは，　　　 　のように引き通すことができる。

(ｃ) ハンチのある場合の重ね継手，定着及び余長

15d(余長) 15d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

２Ｌ
２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

５．２　基礎梁のあばら筋

６．３　柱の打増し部

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ aＬ

aＬ

aＬ Ｌa

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

図5.3　主筋の継手，定着及び余長（その２）

③Ｗ－Ⅱ形

Ｌ/2

④Ｗ－Ⅲ形
Ｌ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

図6.2　帯筋組立の形

図6.4　柱打増し部

※ 原則として柱せいの3/4以上とする。

※ 原則として柱せいの3/4以上とする。

※ 原則として柱せいの3/4以上とする。

※ 原則として柱せいの3/4以上とする。

※ 40d（軽量コンクリートの場合は、50d）と表3.3のフックなし直線定着長さのうち大きい値とする

（ａ）柱主筋の継手、定着及び余長の一般事項

（１）継手の中心位置は、梁上端から500㎜以上、1500㎜以下、かつ、3h  /4（h  は柱の内法高さ）以下とする。 0  0

（２）継手、定着及び余長は図6.1による。ただし、柱頭定着長さL  を確保できない場合は構造図による。2

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による

（ｂ）帯筋の割付けは、図6.3による。

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 ガス圧接を例として示す

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

（注）斜線は継手範囲

19.09.20

余長

余長

2Ｌ

2Ｌ

余長

余長

2Ｌ

2Ｌ

※

※

※

※

余長

aＬ

余長

2Ｌ

※

2Ｌ 2Ｌ
※※

余長 余長

２Ｌ
※

余長

２Ｌ

※ ※

２Ｌ

余長

余長

余長

２Ｌ

２Ｌ

※

※

※

※

２Ｌ

２Ｌ

余長
余長

余長

余長

２Ｌ

２Ｌ

※

※

２Ｌ

２Ｌ

余長

余長

※

※

一方向の打増し

a

２Ｌ

打増部分

300
以下

300
以下

a２

２Ｌ

打増部分

300
以下

300
以下

300
以下

300以下

300以下

300以下

二方向の打増し

a１Ｌ２

帯筋と同径、
同材質、同間隔[ ]

1．柱の打増幅(a、a1、a2)が70㎜以上の場合の補強を示す。

2．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはL2とする。

3．軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

図6.5　柱の増打ち補強配筋

Ｌ

７．２　あばら筋（5.2基礎梁のあばら筋以外に限る）の組立の形及び割付け等

（注）1.　(イ)形を標準とする。ただし，Ｌ形梁の場合は，(ロ)又は(ハ)，Ｔ形梁の場合は，(ロ)～(ニ)と

　　することができる。

2.　フックの位置は，(イ)の場合は交互とし，(ロ)の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，Ｔ形では交

図7.5　あばら筋組立の形

（イ）

d

（ロ） （ハ） （ニ）

　　互とする。なお、(ハ)の場合は床板の付く側を90°折り曲げとする。

≧8d

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d

(ａ) あばら筋組立の形及びフックの位置

組立前に行う。

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

P＠
＝30

≦P＠

Ｄ

・
・ ＝30・

・

Ｄ

P＠

≦P＠ ≦P＠

P＠P＠

≦P＠

(1)　間隔が一様で，ハンチのない場合

(2)　間隔が一様で，ハンチがある場合

(ｂ) あばら筋の割付け

2. 幅止め筋及び受け用幅止め筋は，Ｄ10-1,000＠程度とする。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠，Ｐ'＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

(3)　梁の端部で間隔の異なる場合

P＠

Ｄ

P'＠

図7.9　腹筋及び幅止め筋

Ｄ
腹筋
2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

(ｃ) 腹筋及び幅止め筋

≦P'＠

 /4 0  /4 0

 0

P'＠

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

下端の打増し

a

２Ｌ

打増部分b

あばら筋と同径、
同材質、同間隔[

７．３　梁の増し打ち補強

] a

２Ｌ

b

打増部分

上端の打増し

側面の打増し

a２Ｌ

腹筋は、3.2(ｃ)
による。[ ]

二方向の打増し

a２

２Ｌ

a１ b

２Ｌ

図7.10　梁の増打ち補強配筋

  1. 梁の増打ち幅(a、a1、a2)が70㎜以上の場合の補強を示す。

2. あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、定着長さはL2とする。

（注）1. 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150mm程度とし、柱等への、のみこみ長さは図7.6による。

（b）打増し補強

打増し厚さ25mm以上

特記なき限り下記による。

(ａ) 打増し補強

(ｂ) 柱と梁が同じ場合の打増し要領

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 構造関係共通事項-３

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０４

７．４　小梁主筋の継手、定着及び余長

７．５　片持梁主筋の継手、定着及び余長

８　壁及びその他の配筋

８．４　壁の開口部補強

９　スラブの配筋

８．１　壁の基準配筋

９．１　スラブの基準配筋

外端

（定着）

20d(余長） 20d(余長)

連続端

 /4 0  /2 0  /4 0

連続端

(ａ)　連続小梁の場合

図7.11　小梁主筋の継手，定着及び余長（その１）

15d(余長)15d(余長)bＬ

３Ｌ ｈ

 /2 0 /4 0  /4 0  /2 0 /4 0  /4 0

 /6 0  /12 07  /4 0

 0  0

２Ｌ

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)15d(余長）

2.　梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合，斜めにしてもよい。

(ｂ)　単独小梁の場合

端部

図7.12　小梁主筋の継手，定着及び余長（その２）

（注）1.　　　　　　　印は，余長位置を示す。　　

3.　図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

2.　先端の折曲げの長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

3.　図示のない事項は，7.1による。

(ａ)　先端に小梁のない場合

図7.13　片持梁主筋の定着及び余長

Ｌ

最上階一般階

（注）1.　　　　　　　印は，余長位置を示す。　　

 /6 0

３Ｌ ｈ

端部

Ｌb

 /2 0 /4 0  /4 0

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

 /3 02

 0

 /6 0

３Ｌｈ

15d(余長)

15d
aＬ

25d以上 Ｌ

15d  /32

２Ｌ

 /32

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁

(頭つなぎ梁)
先端小梁

片持梁

片持梁筋

2.　先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

3.　先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

(ｂ)　先端に小梁がある場合

図7.14　片持梁主筋の定着

（注）1.　図示のない事項は，(a)による。　　

折下げ

片持梁筋
折下げ

２Ｌ

２Ｌ

(ａ) 壁の基準配筋、種別の適用は構造図による。

図8.1　壁の配筋

2.  壁配筋の重ね継手はＬ とする。ただし耐力壁の重ね継手長さは、40d（軽量コンクリートの場合は50d）と

4.  幅止め筋は，縦横ともD10-1,000@程度とする。

２Ｌ

P＠

≦P＠ ≦P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

（注）1.　図中のＰ＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

１

１Ｌ

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D132-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

２Ｌ継手長さ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

(ａ) 耐力壁を除く壁開口部の補強筋は，Ａ形は表8.3，Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

縦横

補強筋
壁の種別

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

壁の種別

W18，W20

W12，W15

補強筋

(ｂ) 壁開口部補強筋の定着長さは図8.3による。

開口

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

図9.1　スラブの配筋

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺
方
向

（注）1.　配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

2.　鉄筋の重ね継手長さは40d(軽量コンクリートの場合は50d)と表3.1の重ね継手

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D16)
受け筋

耐圧スラブの場合

２Ｌ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

８．２　壁の継手及び定着

８．３　壁の交差部及び端部の配筋
９．２　スラブ筋の定着及び受け筋

８．６　パラペット

2-D13

図8.5　パラペットの配筋

先端補強筋
2-D13
先端補強筋

4-D13
先端補強筋

2-D13 2-D13

２Ｌ ２Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

Ｌb

2Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

3.  壁配筋の定着長さはＬ とする。２

表3.1のフックなし重ね継手長さのうち大きい値とする。

(ａ) 壁の継手及び定着の一般事項

(ａ) 壁の交差部及び端部の配筋は図8.2による。

(ａ) パラペットの配筋は図8.4による。

(ｂ) コンクリート厚さ、縦筋、横筋の径及び間隔は構造図による。

(ａ)スラブ筋の定着及び受け筋は図9.2により、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

の長さのうち、大きい値とする。

18.04.02

※

※Ｌb：外端部の定着部で水平定着長をＬb取れない場合は鉛直方向にＬ2定着する事ができる。

この場合、折曲げは定着する梁(又は壁)の巾の1/2以上の位置とする。

※Ｌa：外端部の定着部で水平定着長をＬa取れない場合は鉛直方向にＬ2定着する事ができる。

この場合、折曲げは定着する梁(又は壁)の巾の1/2以上の位置とする。

※Ｌb：外端部の定着部で水平定着長をＬb取れない場合は鉛直方向にＬ2定着する事ができる。

この場合、折曲げは定着する梁(又は壁)の巾の1/2以上の位置とする。

※Ｌb：外端部の定着部で水平定着長をＬb取れない場合は鉛直方向にＬ2定着する事ができる。

この場合、折曲げは定着する梁(又は壁)の巾の1/2以上の位置とする。

余長

余長 余長

余長

※

※ ※

余長

余長

余長

余長

※

25d以上

８．５　壁の打増し補強

図8.4　壁の打増し補強配筋

a

２Ｌ

壁の打増し厚さ(a)が50㎜以上の場合の補強を示す。

９．３　片持スラブの基準配筋

（注）先端の折り曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋

D13(　≦1,000)
受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

配力筋

主筋

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

配力筋

主筋

≦600

図9.5　片持スラブの配筋

Ｌ

25d以上

Ｌ

２Ｌ

D13(　≦1,000)
受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

配力筋

主筋

Ｌ

aＬ

２Ｌ

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

配力筋

主筋

≦600

Ｌ

２Ｌ

aＬ

２Ｌ

（段差なし） （段差あり）

（段差なし） （段差あり）

※

※Ｌa：外端部の定着部で水平定着長をＬa取れない場合は鉛直方向にＬ2定着する事ができる。

この場合、折曲げは定着する梁(又は壁)の巾の1/2以上の位置とする。

※

25d以上

９．６　出隅部及び入隅部の補強

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる。
先端壁の縦筋の径

垂れ壁のない場合

1
00
以
下

先
端
壁
厚
以
上

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

2-D13

2-D13

２Ｌ

２Ｌ

1
00
以
下

先
端
壁
厚
以
上

２
Ｌ

1
00
以
下

出隅受け部配筋出隅部分補強配筋

図9.9　片持スラブ出隅部の補強配筋

(注)  ≧   とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱又は梁にL　定着する。

出
隅
部
分
の
補
強
筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧   とする１ ２

(ｂ) 片持ちスラブの出隅部

１
Ｌ

 /
2

１

１Ｌ /2１

１

2

 
/2

１

２

１

 /2１

出隅部

図9.7　スラブ開口部の補強配筋

１Ｌ

１Ｌ

2. スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて

１Ｌ

１Ｌ

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２(   )本
１ｎ 
２

（注）1. スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，偶角部に斜め方向に2-D13（  　=2Ｌ  )

　　シングルを上下筋の内側に配筋する。

　  配筋できる場合は，補強を省略することができる。

１

5－D10（　　=1,500）

図9.8　出隅及び入隅部の補強配筋

5－D10（　=1,500）

（注）補強筋を上端筋の下側に配置する。

(ａ) 屋根スラブの出隅及び入隅部

中間部

図9.10　打継ぎ補強配筋

ａ D13

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔

端部

D13

(ａ) 土間スラブの打継ぎ補強（基礎梁とスラブを一体打ちとしないで打継ぎを設ける場合の補強）

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

９．４　片持ちスラブの先端に壁が付く場合の配筋

９．５　スラブの開口部の補強

９．７　スラブの打継ぎ補強等

(ａ)スラブ開口部の補強及び定着方法は構造図による。ただし構造図において軽微な開口として特記されたものの

開口補強については下記による事ができる。軽微な開口の特記は構造図による。

（土間スラブは土に接するスラブでS形の配筋によるものをいう。a>300の場合は構造図による。）

a≦300の場合

(ａ)片持スラブの先端に壁が付く場合の配筋は図9.6による。

    3．出隅受け部分（斜線部分）の補強筋は

構造図による。

25
d
以
上

25d以上

中間部

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

（ｂ） 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

び間隔に合わせる

ａ
２

Ｌ

２Ｌ

ａ
２

Ｌ

２Ｌ

土間コンクリート補強筋

（土間コンクリートの補強筋は構造図による。なお、基礎梁との接合部は図9.11による。

a>300の場合は構造図による。）

a≦300の場合

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 構造関係共通事項-４

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０５

（ｃ）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

（ｄ）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

（ｅ）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（ｆ）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（ｇ）補強筋は、主筋の内側とする。　　　また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

（ｈ）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のもの（軽微な開口）で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

（ｉ）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10mm以上とする。

　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（ｂ）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（ａ）梁貫通孔補強筋の名称等は図11.1による。

（ｋ）溶接金網の割付始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。
１０　階段の配筋

１０．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋

１１　梁貫通孔その他の配筋

１０．１　片持スラブ形階段の基準配筋

１１．１　梁貫通孔の配筋

（注）1.　片持ちスラブ形階段を受ける壁配筋は，8.1(b)による。

2.　階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

3.　スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，表3.3のＬ  とする。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

３

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ
２Ｌ

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

ｔ

D13

D10

D10

D13

D10-200@

ｔ

bＬ

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

bＬ

 0

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

D10-300@
t

D10

D10

３Ｌ

３Ｌ

(注)　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

bＬ

 0

150

２Ｌ

 0

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

Ｄ

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

図11.2　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

表11.1　Ｈ形配筋

配筋

2-2-D13

斜め筋

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

　　　開口部を避けて配筋出来るものは、補強を省略することができる。

（ｊ）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

１１．２　梁貫通孔の補強形式

(ａ) 二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表10.2並びに図10.2、図10.3により、

種別の適用、スラブ厚さ等は構造図による。

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

(ａ) 梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、種別の適用、箇所数等は構造図による

図11.4　孔の上下方向の位置の限度

d

d

D

500≦D＜700 ･･････ d≧175

700≦D＜900 ･･････ d≧200

900≦D ･･････ d≧250

20.04.09

余長

余長

余長

（ｌ）監督員と協議の上、既製品(大臣認定品)を使用してもよい。

９．８　段差のあるスラブの補強

H≦70の場合

２Ｌ

Ｈ

５Ｈ

D13

２Ｌ

Ｈ

350mm

70<H≦150の場合

図9.12　段差のあるスラブの補強配筋

D13

表11.2　M形配筋

M1

M2

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

M3

M4 6-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

4-2-D13

2-2-D13

配筋
種別

（注）     　は，一般部分のあばら筋を示す。

2-2-D13

なし

2-2-D13

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

表11.3　MH形配筋

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配筋
種別

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

（ａ）控壁の配筋は、図11.3とし、控壁の配置は意匠図による。

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は図11.4により、帳壁の配筋の定着長等は意匠図による。

１１．３　補強コンクリートブロック帳壁との取合い

図11.3　控壁の配筋（水平，垂直とも）

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

ｔ

２Ｌ

２Ｌ

図11.4　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

800

※　補強コンクリートブロック壁の主筋に継手を設けてはならない。

　　ただし、帳壁の場合は溶接長さ片面10d以上のアーク溶接を行う場合は、継手を設けることができる。

D10-@200A

D10-@150 or D10・D13-@200B

D10-@125C

D13-@200 or D10・D13-@150D

D10-@100E

D13-@150 or D10・D13-@125F

D13-@125 or D10・D13-@100G

D13-@100H

※　上表中A～Hは梁のせん断補強筋量に対応した記号で下記による。

10

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ径　cm

梁幅cm 30 35 40

cm

梁せい

15

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ径　cm

梁幅cm 45 50 55

cm

梁せい

10

15

10

15

10

15

10

15

10

15

20

20

25

20

25

30

20

25

30

35

20

25

30

35

40

10

15

10

15

20

10

15

20

25

10

15

20

25

30

10

15

20

25

30

35

10

15

20

25

30

35

40

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 2 1 2 2 2 3 1 1 2 2 2 2 2 3

1 2 2 2 2 2 3 3 1 2 2 2 2 2 3 3 1 2 2 2 2 2 3 3

1 1 2 2 2 2 3 3 1 2 2 2 2 2 3 3 1 2 2 2 2 2 3 3

2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3

2 2 3 2 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 4

1 2 2 2 3 3 3 3 1 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3

1 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4

2 2 3 3 3 3 3 4 2 3 3 3 3 3 3 4 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5 3 3 3 3 3 3 4 5

2 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4

2 2 3 3 3 3 3 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

3 3 3 3 3 3 5 5 3 3 3 3 3 4 5 5 3 3 3 3 4 4 5 6

3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 4 4 5 5 6

2 2 3 3 3 3 4 5 2 2 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 4 5 6 3 3 3 3 3 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6

3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 4 4 4 5 6

3 3 3 4 4 5 5 7 3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7

3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 5 5 5 6 7 3 4 4 5 5 5 6 －

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 5 5 2 3 3 3 3 3 5 6

3 3 3 3 3 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6

3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 4 4 4 5 7 3 3 3 4 4 5 5 7

3 3 3 4 4 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7

3 3 4 4 5 5 6 7 3 4 4 5 5 5 6 － 3 4 5 5 5 5 7 －

3 4 4 5 5 5 7 － 3 4 5 5 5 6 7 － 3 4 5 5 6 6 7 －

1 1 2 2 2 2 2 3 1 1 2 2 2 2 2 3 1 1 2 2 2 2 2 3

1 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3

1 2 2 2 2 2 3 3 1 2 2 2 2 2 3 3 1 2 2 2 2 2 3 3

2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3

2 3 3 3 3 3 3 4 2 3 3 3 3 3 3 4 2 3 3 3 3 3 3 4

2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 3 3 3 3 3

2 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4 2 3 3 3 3 3 3 4

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

3 3 3 3 3 3 4 5 3 3 3 3 4 4 5 5 3 3 3 3 4 4 5 5

2 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4 2 2 3 3 3 3 3 4

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

3 3 3 3 3 3 4 5 3 3 3 3 3 4 5 5 3 3 3 3 3 4 5 5

3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 4 4 4 5 6

3 3 4 4 5 5 5 7 3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7

2 3 3 3 3 3 5 5 2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 5 5 2 3 3 3 3 4 5 5

3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6

3 3 3 4 4 5 5 7 3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7

3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 5 5 5 6 7 3 4 4 5 5 5 6 －

3 4 5 5 5 5 7 － 3 4 5 5 5 6 7 － 3 4 5 5 6 6 7 －

2 3 3 3 3 3 4 5 2 2 3 3 3 3 4 5 2 3 3 3 3 3 4 5

2 3 3 3 3 4 5 6 2 3 3 3 3 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6

3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 3 4 4 5 6 3 3 3 4 4 4 5 7

3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7 3 3 4 4 5 5 6 7

3 3 4 5 5 5 6 7 3 4 4 5 5 5 6 － 3 4 5 5 5 5 7 －

3 4 5 5 5 6 7 － 3 4 5 5 6 6 6 － 3 4 5 5 6 6 7 －

4 5 5 5 6 6 7 － 4 5 5 6 6 7 － － 4 5 6 6 6 7 － －

貫通補強Ｈ形　（Fc≦24N/mm2）

補強配筋種別選定表

注）梁せい等が上表の中間にある場合は補強筋の多いほうを採用する。
　　径は貫通孔径を示す。

１２．付　鉄筋の必要定着長さ（La）

SD345

鉄筋径
Ｌａ

D25

D22

D19

鉄筋
種別

SD390 D29

Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc33

322

373

424

556

306

354

403

528

291

337

383

503

278

322

366

480

266

308

350

459

　　算定式

Ｌａ = α・Ｓ・σｔ・ｄｂ/（10 * ｆｂ）

ｆｂ = Fc/40+0.9
α = 1.0　　コア内定着
Ｓ = 0.7　　耐震部材の標準フック付定着

σｔ = 295　　ＳＤ295
　　 = 345　　ＳＤ345
　　 = 390　　ＳＤ390
ｄｂ = 鉄筋の呼径

　　下表はJASS 5 2009 の｢10.9 ｄ.(2)｣により必要定着長を算定したものである。

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 構造関係共通事項-５

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０６

M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号　

区分

（F10T、S10T）

溶融亜鉛めっき高力ボルト
（F8T相当）

M16 M20 M22 M24 M12

普通ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線 基準線 引出線
（折線）

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

溶接方法

Ｌ－Ｐ
全周現場溶接

引出線

60°60°

基準線 引出線
（折線）

60°

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

基準線

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記なき限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

図2.1　溶接記号の記載例

構造関係共通図(鉄骨標準図)　

１ 縁端距離及びボルト間隔等

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが

応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は、特記による。特記がなければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：ｍｍ）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

epp

（１）縁端距離及びボルト間隔

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：ｍｍ）

B

g
A

B
B

はＢ

A又

軸径

最大
B

軸径

最大

軸径

最大
B

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は特記による。

1

g1 g2

g 1

g 1g 2 g 2

g 1 g 2

g3

g 3g 2

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

設計図中で使用する記号は、表2.1、表2.2、図2.1を標準とする。

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフ

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

 溶  接  面

溶 接 継 手

溶 接 方 法

隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

シールドアーク半自動溶接

エレクトロスラグ溶接

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

表2.1　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ａ

Ｈ

２　溶接記号

３ 溶接継手の種類別開先標準

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜t≦40

7

2 t

35°

2

7

t

D1

D2

D1 = 2（t－2）/3

D2 =（t－2）/3

60°

2

6

t

45°

2

30°

t

6

t≦6

6＜t≦19

G

35°

G＝t

t

45° 30°

6

t

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

突合わせ継手の開先標準

Ｈ

2（両面溶接）

60°

D1 =（t－6）/2

D2 =（t－6）/2

t2

60°

6

D2
t

D1

22＜t≦40

t2 6 t

12＜t≦22

60°

t

t≦12

t

( 　　　　　　　  　 )

（単位：ｍｍ）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19

19＜t≦40

1/4 t≦S≦10

7

7

2

35°

S

1/4 t≦S≦10

2
S

35°

SS

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

60°
7

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦S≦10

7

1/4 t≦S≦10

D1

D2
t 2

45°

S

t

t

S
S

2

45°

t

1/4 t≦S≦10

22＜t≦40

2

S

t 6

60°

S

D1

D2
t

12＜t≦22

S
2 t

S
S

6 t

60°

35°

1/4 t≦S≦10

6

2

S

Ｔ型継手の開先標準

1/4 t≦S≦10

t

6

t

35°
S

2 t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

0

1/4 t≦S≦10

35°

7

S

45°

/ （t-2）/ （t-2）

S
S

t

1 3

2 2 3

S

60°

S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

ｔ

6＜t≦40

≧
60
°

2（両面溶接）

2
ｔ

6＜t≦19

≧
60
°

0

19＜t≦40

75
°

≧
45°

1/4 t≦S≦10 1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

19＜t≦40

7

2
2

7

D2

D1
t

S
2

7

t

1/4 t≦S≦10

t 2
S

t

7

2 t

S
6

D2

D1
t

19＜t≦40

2 t 6
S

t

G

35°

G＝t

かど継手の開先標準

35°45°

6

t t

50°

t t

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t≦6

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

1（片面溶接）

Ｈ

2（両面溶接）

t≦12

( 　　　　　　　  　 )
1（片面溶接） 2（両面溶接）

6＜t≦19 12＜t≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦S≦10

D1= 2（t－2）/3

D2=（t－2）/3

1/4 t≦S≦10

D2=（t－6）/2

D1=（t－6）/2

1/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

S

S

隅肉溶接の開先標準

S

t

S

S

S S

t

S S

S

S

60°

2

S

60°

2

t

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接）

t≦16

2（両面溶接）

t≦16 16＜t≦40

（単位：ｍｍ）

16≦t≦4012≦t≦40

22

13D 10

t 12

1211

1916

45°

S

3628

1413

25

15 15

32

16

40

S

D S

t

2

45°

S D1 D2 S

t

45°

15

部分溶込み溶接の開先標準

7

5

t

S

5

4

4

3

6

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

9

7

8

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1（片面溶接） 2（両面溶接）

D1= (t－2）/2

D2=（t－2）/2

1/4 t≦S≦101/4 t≦S≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

４ 鋼管分岐継手

５  鉄骨溶接施工

手溶接

（１）エンドタブ等

①エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10mm以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜）

S

St

F1

FB（t×38㎜）

S

St

F1

（単位：ｍｍ）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：ｍｍ）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

溶接方法

手溶接

半自動溶接

自動溶接

t≧3のときS＝t

t＜3のときS＝3

3（軽量形鋼Ｖ形溶接）

d d

1（丸鋼等片面溶接）

d/2 d/2

d d

d/2 /2d

d d

/2 /2

/2

2（丸鋼等両面溶接）

d

d

d/2

/2 d

d/2

フレア溶接の開先標準

t＜3のときS＝3

t≧3のときS＝t

4（軽量形鋼レ形溶接）

S t t S

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

50°～60°

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

t

1.5t～2.0t

C部断面

（単位：ｍｍ）

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

現　　　　　　　　　接

全　　　　　　　　　接

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

場　 　溶

周　 　溶

表2.2　溶接の補助記号

補　助　記　号

Ｌ－Ｐ

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位：ｍｍ）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（２）裏当て金

裏当て金の溶接

①裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

梁フランジ両端から10mm以内の位置に行ってはならない。

②完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内部に設置する。

（単位：ｍｍ）エンドタブの長さ

②エンドタブは、母材と同等とする。

裏当て金の鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

（４）ボルト記号

16.11.08

※　パネルゾーン内の隅肉サイズは板厚と同サイズとする

※　柱梁接合部の梁ウェブの溶接サイズはｓ=ｔとする。

③エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジ端から1～5mm残して、部材断面を欠損しないように直線状に切断する。

なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

（３）その他

①スプライスプレートの材質、鋼種、引張り強さによる区分は、母材と同等とする。

②フィラープレートの材質は、SS400とする。

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 構造関係共通事項-６

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

０７

（３）スカラップ

改良型スカラップ

①スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

②スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

①スカラップ半径Srは35㎜とする。

t

（４）スニップカット

①スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

t
Sc r

Sc

スニップカットの寸法　　　　　　

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（５）溶接部分の段差

①完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t1
t2

520N級鋼

YGA-50W,50P

YGW-18,19

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

JIS Z 3214

YGA-50W,50P

JIS Z 3214

YGW-18,19

YGW-11,15

JIS Z 3212

溶接材料

JIS Z 3211,3212

YGW-11,15

YGW-18,19

250以下30以下

350以下

350以下

250以下30以下

40以下

40以下

パス間温度

（℃）

350以下40以下

入熱

（KJ/cm）

YGW-18,19

YGW-11,15400N級STKR、

BCR及びBCP

YGW-18,19 250以下30以下
490N級STKR、

及びBCP

250以下30以下

350以下40以下

（６）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

Ｈ

e  　1

Ｆ 　１

50

 
　
2 φ

補強プレート法

50

補強プレート

Ｆ 　１ 0～5 0～5

 　2Ｆ

ｔｔ

20

pw

LC

 　2Ｆ

fｔ 50

Ｆ 　1

Ｆ 　1

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（２）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（３）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

　1は3φまたは  2のうち小さい方とする。 （ｅ≧Ｈとする）

補強トラス法

60°

φ

50

100以下

(自然開先)

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔr

 　2Ｆ

rｔ   2F

TH

梁貫通孔の位置の限度（単位：ｍｍ）

φ

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：はりせい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

10
0

以
上

10
0

以
上

Ｈ

LC

　　　鉄筋と鉄骨相互のあき（bs）は、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上とする。

梁の場合 柱の場合

125以上

(bs)

150

150

150

150

(bs
)

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

　　　鉄筋を折り曲げる場合は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上直線に定着後、緩やかに折り曲げる。

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋

6φ－1000@

　　　方面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は

135°曲げフックとする。

L

L

L

L

FL1

FL1

FL1

FL1

　　　鉄筋貫通孔の径

　　　①主筋の鉄筋貫通孔は、右表による。

　　　②鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：ｍｍ）

鉄筋貫通孔の位置（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

梁主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

柱主筋

柱帯筋位置

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：ｍｍ）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

(b
s)

(b
s)

(
bs
)

(bs)

(bs)70以上

40程度

７  広幅平鋼の取り扱い

（２）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

（１）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

36

250

400

350

300

200

175

幅

100

150

125

6 129 16 2519

厚さ

22 28 32

450

500

40

６  梁貫通孔補強

Sr1

Sr2

Sr1

Sr2

Sr

Sr

※ ただし、既製形鋼のスニップカットについては、

　 Sc=r＋2により求めるものとする。

(単位：ｍｍ)

（４）梁貫通孔位置の限度は以下による。

※ 梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、

　 梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、

　 梁継手位置等にも留意する。

ｅ：材端と補強プレートとの間隔

（１）鉄骨のかぶり厚さ

（３）柱組立筋

（４）仕口部内の帯筋の加工及び組立

（２）壁筋の周辺部材への定着

８ 鉄骨と鉄筋コンクリート部分の取合い

Ｄ

（５）鉄筋貫通孔の径及び位置

18.04.02

ノンスカラップとする。ただし係員の確認を得た場合は下記とする。

補強プレート法

tp ≧
（ φ + 2ts ）* tw

H - 2tf - 140 - φ - 2ts

ts：鋼管スリーブ厚（mm）

φ：貫通孔内法寸法（mm）

Ｈ：梁せい（mm）

補強トラス法

tr ≧
φ + 2ts

B - tw

ts：鋼管スリーブ厚（mm）

tw：ウェブ厚さ（mm）

2

3（   　）tw

開口

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２

上下共2-D13

斜め2-D10

９　スラブの納まり

開口

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２

上下共2-D13

斜め2-D10

（１）鉄骨柱廻り補強要領

（２）外端部

D13
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訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 土質柱状図

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/150
縮尺

Ｓ

０８

はにわ館

L

計画建物

隣地境界線

6,650 16,000

27
,0
00

3,
00
0

3,
00
0

KBM

・設計GL ＝ KBM
・KBM ＝ +10.00

ボーリング柱状図

調 査 名 文化財センタ ー収蔵庫新築工事設計業務委託（ 地質調査）

事業・ 工 事名

ボ ーリ ン グ 名 N o . 1 調 査 位 置 松阪 市 外五曲 町 地内 北 緯

東 経発 注 機 関 松阪 市 建 設部 営 繕 課 / 株式 会 社浦野 設計 調 査 期 間 令和 2年 6月 15日 ～ 2年 6月 19日

調 査 業 者 名
協 和 地 研 株 式 会 社

電話 ( 0 5 9 8 - 5 1 - 5 0 6 1 )
主 任 技 師 森 理

現 場
代 理 人 時國 智之

コ ア

鑑 定 者
森 理

ボ リーング
責 任 者

一 力 雅 秀

孔 口 標 高 KBM
+0.18m

角

度

180°

0°

90°
上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平
0°鉛

直

使
用
機
種

試 錐 機 K R - 1 0 0 P B - 3
ハン マー

落下用具
半自 動落下 装置

エ ン ジ ン P F 9 0 V - E ポ ン プ V 5 - P総 掘 進 長  28.43m

ボーリング No

シ ート No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

標

高

(m)

-0.17

-1.77

-2.92

-3.87

-4.52

-5.97

-10.62

-11.27

-13.57

-14.22

-16.87

-17.92

-20.67

-23.72

-25.72

-28.25

層

厚

(m)

0.35

1.60

1.15

0.95

0.65

1.45

4.65

0.65

2.30

0.65

2.65

1.05

2.75

3.05

2.00

2.53

深

度

(m)

0.35

1.95

3.10

4.05

4.70

6.15

10.80

11.45

13.75

14.40

17.05

18.10

20.85

23.90

25.90

28.43

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

盛土、砂は細砂が主体シルト質
砂 褐

盛土、砂は粒径不均一
礫はφ30mm以下の亜角・亜円礫が主体
最大径50mm程度
φ100～150mm程度のコンクリート 片が混
入する

砂
礫

灰
褐

中
位
の

砂は細砂が主体
シルトが全体に混じる
上部、φ20mm以下の礫が少量混入する

シルト質
砂

暗
灰

緩
い

粘性の高い軟弱な粘性土
腐植物が混入するシルト

暗
灰

非常に
軟らか
い

砂は細砂が主体、腐植物が混入する
シルトが全体に混じる

シルト質
砂 暗灰 緩い

粘性は高い
φ5mm程度の礫が少量混じる
腐植物が混入する

シ
ル

ト

暗
灰

軟
ら
か
い

礫は花崗岩質で、φ20mm以下の亜角・亜円
礫が主体
最大径50mm程度
砂は粒径不均一

シ
ル

ト
混
り
砂
礫

緑
褐～

緑
灰

緩
い

～

中
位
の

砂は粒径不均一、粗砂がやや目立つ
φ10mm以下の礫が混じる、含水量は多い

シルト質
砂 緑灰 緩い

砂は粒径不均一、粗砂が優勢
礫はφ10mm以下の亜角・亜円礫が主体
最大径は40mm程度
13.10～13.25m間、砂質シルト 状を呈する
含水量は多い

礫
混
り
シ
ル
ト
質
砂

緑
灰

～

褐

緩
い

～

中
位
の

礫はφ30mm以下の亜角・亜円礫が主体
最大径50mm程度
砂は粗砂が主体、含水量は多い

シルト混
り砂礫 褐 中位の

均質な軟弱粘土
粘性は高い
含水量は多い

粘
土

灰

非
常
に

軟
ら
か
い

半固結状の粘土
細砂が少量混じる

粘
土 褐

硬
い

礫はφ20mm以下の亜角・亜円礫が主体
最大径40mm程度
砂は粗砂が主体
19m付近細砂が混じる
含水量は多い

粘
土
混
り
砂
礫

褐～

緑
褐

中
位
の

～

密
な

コアはほぼ棒状を呈する
21.6m付近で変色し、以深は固結度が高い
細砂が少量混じる
含水量は極めて少ない
炭化物が少量混入する

固
結
シ
ル

ト

褐～

灰

非
常
に
硬
い

～

固
結
し
た

砂は細砂が主体
固結状の砂質土
シルトが全体に混じる
炭化物が少量混入する

シ
ル

ト
質
砂

灰

～

褐

非
常
に
密
な

砂は粒径不均一
礫はφ10mm以下の亜角・亜円礫が主体
最大径30mm程度
含水量は中位

礫
混
り
砂

褐～

緑
褐～

褐

非
常
に

密
な

孔

内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

2.33
6/15

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.47

3.15

3.45

4.15

4.46

5.15

5.47

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.48

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.41

24.15

24.42

25.15

25.45

26.15

26.32

27.15

27.43

28.15

28.43

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

2

1

16

2

13

2

17

3

7

6

4

3

2

18

3

3

9

0

12

0

16

4

11

5

12

5

10

18

15

15

31

16

14

10

～

20

4

2

1

7

4

7

4

3

3

3

4

10

1

1

4

16

8

14

7

13

25

28

19

29

7

22

17

20

～

30

4

3

12

1

14

2

11

2

15

5

6

4

3

3

2

12

3

4

4

1

8

1

7

5

20

15

16

10

20

17

6

17

7

26

22

8

29

8

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

11

30

7

32

2

30

5

31

4

32

12

30

20

30

14

30

10

30

9

30

4

30

9

30

11

30

23

30

2

30

2

33

13

30

47

30

28

30

42

30

22

30

43

30

60

26

60

27

60

30

60

17

60

28

60

28

N     値

0 10 20 30 40 50 60

11

7

2

5

4

12

20

14

10

9

4

9

11

23

2

2

13

47

28

42

22

43

69

67

60

106

64

64

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.50

試 験 名

および結果

孔内水平載荷試験
E=0.633MN/m2

試料採取

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.47

7.15

7.45

11.15

11.45

12.15

12.45

14.15

14.45

15.15

15.45

17.15

17.45

19.15

19.45

試

料

番

号

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-7

P-11

P-12

P-14

P-15

P-17

P-19

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(
)

土密　
含水　
粒度フ

土密　
含水　
粒度フ

土密　
含水　
粒度沈
液塑

土密　
含水　
粒度フ
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杭・基礎伏図
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共通事項

・コンクリート　躯体　　：Fc24

　　　　　　　　土間　　：Fc21

・鉄筋　　　　　D10～D16：SD295A

・鉄骨　　　　　H形鋼　 ：SN400B

　　　　　　　　鋼板　　：SN400B・SN490C

　　　　　　　　軽量形鋼：SSC400

・高力ボルト　　　　　　：トルシア形高力ボルト(S10T)

・アンカーボルト　　　　：SNR400B

　　　　　　　　D19～D25：SD345

　　　　　　　　捨て　　：Fc18

　　　　　　　　角形鋼管：STKR400

訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

杭・基礎伏図

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺

Ｓ

０９

・中ボルト　　　　　　　：強度区分 4.6

3,800

( N-ECSパイル工法(大臣認定工法 TACP-0584)又は同等工法以上 )

606.0

28板厚

羽根径

267.4x12.7

4.00m

STK490

P1

STK490

6.00m

267.4x8.0径 x 厚

下　杭 杭　長

材　質

材　質

杭　長上　杭

杭リスト

符　号

径 x 厚

22.0m

720kN長期支持力

杭全長

SM490A材質

先端仕様

中　杭

1・2
材　質

杭　長

径 x 厚 267.4x8.0

6.0m+6.0m

STK490

F1

F2

F1

F3

F2

F2

F2

F2A
F2A

P1x2
F2

P1x1
F1

F3

F3

F3

F3

F1

F3

150φ

・杭天端は設計GL-1000とする

・基礎底は設計GL-1300とする

・柱芯は1階伏図による

・　　　印 ピット範囲を示す

・　　　　印 人通口(600φ)を示す

・ピットは土間コンクリート t=150 配筋D13@200シングルクロス

・ピット下端レベルは設計GL-900とする。(天端レベル・水勾配は意匠図による)

・   　 印 杭芯を示す

▲

＜特記事項＞

・　　　　印 梁貫通孔位置を示す
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・羽付鋼管杭回転貫入工法

・錆止塗装　　　　　　　　        ：JIS K 5674
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１階伏図

Y3

Y4

Y5

2,700

1FL=設計GL+1300

訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

１階・２階伏図

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺

Ｓ

１０

FG2

FG3

FG6

FG6
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＜特記事項＞

・特記なき梁天端は1FL-400とする

・(　)内は1FLからの梁天端レベルを示す
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・特記なき壁はW15とする
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2階伏図 2FL=1FL+3100

＜特記事項＞

・大梁継手位置は柱芯より800以上とする。

スラブ天端レベル

・ :1FL-930～960

・特記外 :1FL-200

・ :1FL-30
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C.PL範囲を示す

Y2b

・水平ブレースは、BR1とする
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B
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B
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・     はスラブ主筋方向を示す

B
2(
-
2
0
0
)

1
,
5
0
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1
,
7
1
0

・床材は鋼製床材(ファインフロア同等以上)とする。

・特記なき梁天端は2FL-60とする

1FL-30まで
梁側面増打

▲ ▲

▲

△

△

▲

・△ 印は鉄骨柱芯、▲印は鉄骨柱面を示す

・床材の敷設方向：

W
1
8

Y

X

▲

・特記なきスラブ主筋は短辺方向とする
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S2

・ :1FL-90
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訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

屋根伏図

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺

Ｓ
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＜特記事項＞

・(　)内は1FLからの梁天端レベルを示す

・大梁天端レベルは水勾配による
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訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

軸組図（１）

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺

Ｓ

１２

X1通軸組図 

X2通軸組図 
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＜特記事項＞

・   　  印は増打範囲を示す
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訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺
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X3通軸組図 
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＜特記事項＞

・   　  印は増打範囲を示す
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訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺

Ｓ

１４軸組図（３）
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EW18

C3 C3

G6

FG6

W18

EW18

C3 C3

FG3 FG4

G6

2
,
4
7
0

2
,
4
7
0

2
,
4
7
0

2
,
4
7
0

2,7003,800

X1a

Y2b通軸組図 5,300

X3 X4

C1

1
,
8
0
0

G5

FG5

7
,
4
0
0

W15 W15

1
,
3
0
0

▽基礎底1
,
3
0
0

▽基礎底

F2A

F1 F2

F3

F2

1,300

2
,
1
0
0

7
0
0

3,100

1,500

2
,
1
0
0

2,800

2
,
7
5
0

2,400

2
,
60
0

850

1,500

1
,
3
0
0

▽基礎底 1
,
3
0
0

▽基礎底

905 905

905 905

905 905 905

905905 905

200 1,700

75

＜特記事項＞

・   　  印は増打範囲を示す

2
0
0

3
0 2
0
0

2
0
0

3
0 2
0
0

F2

Y2通軸組図 

F3 F3

F3

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

F2A

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠

2020.10



1
,
3
0
0

3
,
1
50

▽1FL

▽設計GL

▽軒高1

▽軒高2

6,500

16,000

X1

4,200 5,300

X2 X3 X4

1
,
3
00

3
,1
5
0

▽1FL

▽設計GL

▽軒高1

▽軒高2

6,500

16,000

X1

4,200 5,300

X2 X3 X4

訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/100
縮尺

Ｓ

１５

1
,
3
0
0

3
,
1
50

▽1FL

▽設計GL

▽軒高1

▽軒高2

6,500

16,000

X1

4,200 5,300

X2 X3 X4

軸組図（４）

Y5通軸組図 

Y4通軸組図 

Y3a通軸組図 

G4

FG3 FG2

G1

C1

C1C3

G6

C3 C3

FG6 FG2

G1

EW18

2
,
4
7
0

2
,
4
7
0

2
,
4
7
0

EW18

5,100 2,800 1,950850

SG1SG1

SC1 SC1 SC1

1
,
3
0
0

▽基礎底

1
,
3
0
0

▽基礎底 1
,
3
0
0

▽基礎底

905 905905

905 905905

905 905

＜特記事項＞

・   　  印は増打範囲を示す

F2 F3

F3F2

F1F1

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

2
,
5
7
0

9
,
4
9
0

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠

2020.10



D16

L
2

あばら筋と

地中梁とスラブの取り合い

L2

同径・同ﾋﾟｯﾁ

(横方向間隔300以下)

D10-@300以内

訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

部材リスト(１)

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/50
縮尺

Ｓ

１６

上 端 筋

下 端 筋

B×D

符号

断面

位置

S T P

腹    筋

地中大梁・片持大梁リスト

300x1000

□-D13@200

4-D10

FCG1

全断面

400x1800

□-D13@200

10-D10

3-D22

3-D22

FG2

全断面

3/3-D22

3-D22

FG3

400x1800

□-D13@200

10-D10

4-D22

4/3-D22

外　端 中　央 内　端

4-D22

4/4-D22

4/4-D22

4/3-D22

B

D

FG4

400x1800

□-D13@200

10-D10

4-D22

4-D22

外　端 中　央 内　端

4/2-D22

4-D22

4/4-D22

4-D22

400x900

□-D13@200

4-D10

3-D22

3-D22

FG5

全断面

450x1800

□-D13@200

10-D10

中　央

5-D22

5/3-D22

FG6

5-D22

5/5-D22

端　部

400x1800

□-D13@200

10-D10

3-D22

3-D22

FG11・FG11A

全断面

400x1800

□-D13@200

10-D10

3-D22

3-D22

FG12

全断面

300x1000

□-D13@200

4-D10

FG13

全断面

2/1-D22

2/1-D22

5
0

1
0
0

斜め筋
2-D22

3-　-D13
縦筋

横筋
2-D10

　-D13@100
縦筋

φ600

あばら筋

9
0
0

9
0
0

1
,
8
0
0

人通口補強要領
上 端 筋

下 端 筋

B×D

符号

断面

位置

S T P

腹    筋

地中小梁リスト

FB2

300x1800

□-D10@200

10-D10

3-D22

3-D22

Y2端

3-D22

Y2a端

FB3

300x1800

□-D10@200

10-D10

Y3端Y2a端・中央

250x1000

□-D10@200

4-D10

FB1

全断面

2-D22

2-D22

基礎リスト
F1

▽設計GL

3
0
0

3
0
0

▽基礎底

▽杭天

中詰めコンクリート要領図

中詰めコンクリート

3/2-D22

3/3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3
0
0
3
0
0

6
0
0

300300

600

50

▼

▽柱芯 杭芯

5
0 ▽▼

柱芯

杭芯

1
,
0
5
0

3
0
0

1
,
6
5
0

3
0
0

F2

350350

700

100

▼

▽柱芯 杭芯

1
,
0
5
0

3
0
0

2
,
7
0
0

3
0
0

1
,
0
5
0

F3

100

350350

700

30
0

750 300

7
5
0

F2A

300

30
0

50

▽

▼ 柱芯杭芯

5
0 ▽

▼

柱芯

杭芯

1,350

1
,
3
5
0

ベース筋
 3-D13 

ベ
ー
ス
筋

 
3
-
D
13
 

1
,
0
0
0

3
0
0

7
0
0

5
0

1
0
01
5
0

▽杭天

3
0
0

はかま筋 
D13@300

D13@300

D13@300以内

20 20

4
0
d

2
,
2
0
0

3
0
0

1
,
9
0
0

5
0

1
0
01
5
0

▽杭天

D13@300以内

4
0
d

1
,3
0
0

△1FL

4
0
0

D13@300

はかま筋 
D13@300

267.4φ

2
,
2
0
0

3
0
0

1
,
9
0
0

5
0

1
0
01
5
0

▽杭天

D13@300以内

2
0
d

4
0
0

D13@300

はかま筋 
D13@300

267.4φ

9
0
0

1
,
0
0
0

9
0
0

1
,
0
0
0

267.4φ

ベ
ー
ス
筋
 
9
-
D1
3
 

ベース筋
 5-D16 

偏心側40d立上げ

偏心側40d立上げ

ベ
ー
ス
筋
 
1
4
-
D
13
 

 6-D19 
ベース筋

偏
心
側
40
d
立
上
げ

▲

杭芯 △ 柱芯

ベ
ー
ス
筋
 
7
-
D
1
6
 

600750

3
0
0

ベース筋 7-D16 

1
,
3
0
0

3
0
0

5
0

1
0
015

0

▽杭天

D13@300以内

2
0d

1
,
3
0
0

1
,
0
0
0

267.4φ

偏
心
側
4
0
d
立
上
げ

はかま筋 
D13@300

D13@300

20 20
20

中央

3/3-D22

3-D22

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠

2020.10



符号 C1

断面

8-D22

□-D13@100

500ｘ500

柱リスト

3

3

Y

X

B

D

主筋

HOOP

B×D

備考長辺方向（配力筋）

上端筋

下端筋

位置符号 スラブ厚 短辺方向（主筋）

スラブリスト

200
D13-@150 D13.D10-@200

L2

L2

70＜H≦150

350

70mm＜スラブ段差H≦150mm 補強要領

D13
D13

スラブ段差H≦70mm 補強要領

H＞150

5H

H≦70

□D13-@150
D13-@200以下

3
5
d

3
5
d

3-D16

3-D16

350

スラブ段差H＞150mm 補強要領

スラブ段差部補強要領

断　　面

補強筋 横

斜

開口

横　　筋

縦　　筋

縦

符　　号

壁　　厚

EW18・W18

D10-@200ダブル

D13-@200ダブル

180

2-D13

2-D13

端部筋

EW20・W20

D10-@200ダブル

D13-@200ダブル

200

2-D13

2-D13

壁リスト

C2

C3 C4

10-D22

□-D13@100

500ｘ500

8-D22

□-D13@100

300ｘ400

3

4 4

3

W15

D13-@200シングル

150

1-D13

1-D13

D13-@200シングル

上 端 筋

下 端 筋

B×D

符号

断面

位置

S T P

腹    筋

大梁・片持大梁リスト

G1・CG1

全断面

B

D

300x600

□-D13@200

2-D10

3-D22

3-D22

G2

全断面

400x700

□-D13@200

2-D10

3-D22

3-D22

400x700

□-D13@200

他端

4/2-D22

4-D22

G3

X3端・中央

4-D22

4-D22

2-D10

300x1800

□-D13@200

3-D22

3/1-D22

G4

3/2-D22

3-D22

10-D10

中　央X1 端

G5

350x700

□-D13@200

2-D10

3-D22

3-D22

400x900

□-D13@200

4-D22

4/2-D22

G6

4/4-D22

4-D22

4-D10

中　央端　部

G11・G12

全断面

350x900

□-D13@200

4-D10

3-D22

3-D22

S1

上端筋

下端筋
150CS1

2-D132-D13 1-D13

上端筋

下端筋
200S2

上端筋

下端筋
150S3

上端筋

下端筋
150S4

D13.D10-@200D13-@150

D13-@150

D13-@150

D13-@150

D13-@150

D13.D10-@200

D13.D10-@200

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D10-@200

D13-@200 D10-@200

D10-@200D10-@200

訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

部材リスト(２)

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/50
縮尺

Ｓ

１７

小梁リスト

上 端 筋

下 端 筋

B×D

符号

断面

位置

S T P

腹    筋

B0

全断面

300x300

□-D10@200

-

3-D19

3-D19

B4

中　央端　部

符号

断面

主筋

HOOP

B×D

W30

D10-@200ダブル

D13-@200ダブル

300

2-D16

2-D16

2-D16

B2

全断面

500x400

□-D13@200

-

4-D22

4-D22

Y

X

3/1-D22

3/1-D22

X3 端 中　央端　部

3-D22

3/1-D22

上端筋

下端筋
150S5

上端筋

下端筋
180S6

D13.D10-@200 D10-@200

D13.D10-@200

D13.D10-@200

D13-@200 D13-@200

D13.D10-@200 D10-@200

D13-@200 D13-@200
300x900

□-D10@200

3-D22

3-D22

B3

3/3-D22

3-D22

4-D10

中　央端　部

300x750

□-D10@200

3-D22

3-D22

B1

3-D22

3/1-D22

2-D10

中央・X3端X2端・X4端

上 端 筋

下 端 筋

B×D

符号

断面

位置

S T P

腹    筋

G13

全断面

300x600

□-D13@200

2-D10

3-D22

3-D22

G13A

全断面

300x600

□-D13@200

2-D10

2/1-D22

2/1-D22

G11A

400x900

□-D13@100(溶接閉鎖型)

4-D10

3-D22

3-D22

中　央端　部

3-D22

4-D22

400x900

□-D13@200

4-D22

4/2-D22

B11

4/4-D22

4-D22

4-D10

中　央端　部

300x650

□-D10@200

3-D22

3-D22 3/1-D22

3-D22

2-D10

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠

2020.10



訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

担当者

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10 架構詳細図・雑詳細図

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

A2:1/50.30
縮尺

Ｓ

１８

接合部符　号 部　材

SC1 □-175x175x9(STKR400)

SG1・SCG1

JISブレース1-M12

柱脚: B.PL-19x375x375  A.bolt 4-M16(SNR400B)WNT(L=320)ﾌｯｸ付

G.PL-6 HTB 1-M16

・特記外、材質はSN400Bとする

・HTBはS10Tとする
鉄骨リスト

詳細図による

SB1

 H-194x150x6x9

G.PL-9 HTB 2-M16

BR1

階段 ササラ
PL-12x250

t (座屈止) C-100x50x20x3.2(SSC400) G.PL-4.5 中ボルト 2-M16

G.PL-9 HTB 2-M16

Y1

1
,3
0
0

3
,
1
5
0

▽1FL

▽設計GL

▽軒1

▽軒2

X4通　架構詳細図 1/50

G11

FG11

C1

2
,
4
7
0

Y2

4
0
0

△地中梁天

主筋は全てフック付とする

・パネルゾーンHOOPは□-D13@100とする。

L
2

L2

Y1

2-D13
CS1

S6

D13-@200

D10-@200(D)

Y2

D10-@200

D13-@200

G1
D10-@200

▽軒1

3
,
15
0

1FL

屋根スラブ  1/50

150

▽ピットFL

D10@200

1
5
0

1
0
0

150
※

・※印は意匠図による

L2

L2

※

釜場配筋要領図  1/50

・釜場位置は意匠図による

L2L
2

・座金とベースプレートは全周現場溶接すること

トラックヤード階段  1/50

840

9
3
0

1
5
0

150

S3

▽設計GL 3
7
0

S3

F2A

B.PL-16

(L=320)ﾌｯｸ付

50
1
0
0

50 50
200

柱脚 1/30

A.Bolt 2-M16WNT(SNR400B)

9
00

1
,
3
0
0

▽基礎底

柱脚: B.PL-16x300x150  A.bolt 2-M16(SNR400B)WNT(L=320)ﾌｯｸ付

2
5

25 25

▽1FL

鉄骨階段　1/30

2
0
0

ササラPL-12x250

C.PL-4.5

階段 踊り場

踏板 C.PL-4.5

C.PL-4.5

根太 L-50x50x6@450 G.PL-6 中ボルト 2-M12

5
0

鉄骨部材リスト・詳細図

D10

1-D13
D10-@200

D10-@200

D13.D10-@200(D)

D13.D10-@200(D)

妻側 平側

100

1
2
5

476

1
5
0

D13@200

D13@200
1-D13

屋根スラブ下　増打配筋要領 1/50

・   　  印は増打範囲を示す

・   　  印は増打範囲を示す

・ 位置は意匠図による

・   　  印は増打範囲を示す

・   　  印は増打範囲を示す

250
8
0

8
5
0

3
0

D10-@200(D)

D10-@200(D)

9
0
0

4
-
D
22

2
-
D
2
2

4
-D
2
2

□
-D
1
3
@
10
0

H
O
O
P
 

3-D
22

3-D2
2

2-D1
0

3-D22

3-D22

2-D10

STP
□-D13

@200

STP □-D13@200

3
0 3
0

265

 H-194x150x6x9

3
,
1
0
0

▽1FL

▽2FL

6
0

B.PL-19(SN400B)
A.bolt 4-M16WNT（L=320）ﾌｯｸ付

鉄骨架構詳細図 1/30

HTB 2-M16
2PL-6x140x230

内2PL-9x60x290
HTB 4-M16

SC1
□-175x175x9(STKR400)

PL-16
(SN490C)

3
75

375

5
0

50 50

2
0
0

5
0

無収縮モルタル

柱脚 1/30

S1 S1

500

B2

(SNR400B)

外PL-9x150x290
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排水溝配筋要領

1
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D13 D13

D10-@200(D)

D13

D10-@200 ブドウ棚 C-100x50x20x2.3@900以下(SSC400)

吊材 L-50x50x4(SS400)

斜材 L-50x50x4(SS400)（吊材3本以下で接合）

G.PL-4.5(SS400) 中ボルト 2-M16

G.PL-4.5(SS400) 中ボルト 2-M16

中ボルト 1-M16

SG1
H-194x150x6x9

構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠

RCとの接合部 [-100x50x5x7.5(SS400) A.bolt 1-M16@1800以下(SS400) WNT(L=400)

振止材 L-50x50x4(SS400) 中ボルト 1-M16

貫通bolt 1-M16@1800以下(SS400) WNT



訂正日付
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松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）
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担当者構造設計１級建築士
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１級建築士

2209号

加藤工匠

ブドウ棚　Ｘ方向接合部詳細図 1/30

中ボルト 2-M16
G.PL-4.5

中ボルト 2-M16
G.PL-4.5

[-100x50x5x7.5

A.bolt 1-M16@1800以下
(SS400) WNT(L=400)

中ボルト 2-M16
G.PL-4.5

吊材

[-100x50x5x7.5

A.bolt 1-M16@1800以下
(SS400) WNT(L=400)

L-50x50x4
斜材

無収縮モルタル

3
0

30

W15

ブドウ棚（C-100x50x20x2.3）天端レベル

・ :1FL+4200(1段)

・

・ :1FL+7100(1段)

:1FL+4200(1段)

:1FL+5700(2段)

・特記外、材質はSS400とする

Y2b

Y3

L-50x50x4
斜材

ブドウ棚　Ｙ方向接合部詳細図 1/30

中ボルト 1-M16

中ボルト 1-M16

[-100x50x5x7.5

A.bolt 1-M16@1800以下
(SS400) WNT(L=400)

中ボルト 2-M16
G.PL-4.5

L-50x50x4
@1800以下

900 900 900

中ボルト 2-M16
G.PL-4.5

・特記外、材質はSS400とする

L-50x50x4@1800以下

中ボルト
1-M16

L-50x50x4

L-50x50x4@1800以下

振止材

振止材

吊材
L-50x50x4
@1800以下

吊材

・　　 印は吊材位置を示す

180.200

ブドウ棚
C-100x50x20x2.3@900以下

[-100x50x5x7.5

貫通bolt 1-M16@1800以下
(SS400) WNT

RCとの接合部( 中間壁 )要領　1/30

(SSC400)

ブドウ棚
C-100x50x20x2.3@900以下

(SSC400)

ブドウ棚
C-100x50x20x2.3@900以下

(SSC400)
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訂正日付

図面は約70％縮小しています（A2→A3）

管理技術者

一級建築士

第333565号

江口 浩壽

Ｐ２００１Ｍ

設計番号

日付

2020.10

松阪市文化財センター収蔵庫新築工事（建築）

工事名称

図面名称

図面種別

図面番号

N.S
縮尺

Ｓ

２０鋼製床板　設計・施工標準仕様書(参考)

担当者構造設計１級建築士

第112811号

１級建築士

2209号

加藤工匠
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